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一

西
山
宗
因
と
伊
勢
に
つ
い
て
は
、
尾
形
仂
（
1
）・
野
間
光
辰
（
2
）両
氏
の
考
察
が
あ

り
、
野
間
氏
も
「
宗
因
の
山
田
下
向
は
、
松
坂
へ
の
つ
い
で
に
行
な
わ
れ
て

い
る
」
こ
と
を
注
意
さ
れ
て
は
い
た
が
、
こ
こ
数
年
『
西
山
宗
因
全
集
』
に

関
与
し
て
、
宗
因
が
従
来
は
伊
勢
の
山
田
に
滞
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て

来
た
こ
と
が
、
実
は
松
坂
に
い
て
山
田
に
往
来
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
尾
崎
千
佳
氏
の

「
西
山
宗
因
年
譜
（
3
）」
に
反
映
さ
れ
て
い
る
し
、
岡
本
勝
氏
の
『
近
世
三
重
の

俳
人
た
ち
（
4
）』
に
主
要
な
資
料
は
す
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
な

お
残
さ
れ
た
問
題
も
多
く
私
見
を
ま
と
め
て
お
く
こ
と
も
意
義
の
な
い
こ
と

で
は
な
い
と
思
う
。

二

松
坂
は
伊
勢
国
飯
高
郡
に
属
し
、
伊
勢
街
道
に
位
置
し
て
い
て
（
5
）、
山
田
と

は
深
い
か
か
わ
り
を
持
ち
つ
つ
別
の
文
化
圏
を
持
っ
て
い
た
。『
松
坂
権
輿

雑
集
（
6
）』
に
よ
れ
ば
、
天
正
十
六
年
に
蒲
生
氏
郷
が
阪
内
川

さ
か
な
い
が
わ

下
流
の
四よ

五い

百ほ
の

杜も
り

に
松
坂
城
を
築
い
た
城
下
町
で
、
同
十
八
年
に
氏
郷
が
会
津
へ
移
封
の
後
、

服
部
一
忠
、
古
田
重
勝
を
経
て
、
元
和
五
年
の
徳
川
頼
宣
の
和
歌
山
入
城
に

伴
い
そ
の
領
有
と
な
っ
た
。
以
後
は
伊
勢
に
お
け
る
紀
州
藩
領
の
政
治
的
中

心
と
し
て
の
機
能
は
維
持
し
つ
つ
、
商
業
町
・
宿
場
町
と
し
て
発
展
す
る
こ

と
と
な
る
。
松
坂
に
は
本
居
宣
長
以
前
の
事
情
を
知
る
資
料
は
極
め
て
少
な

い
が
、
岡
本
勝
氏
の
「
宣
長
と
松
阪
（
7
）」
に
は
、
松
坂
が
「
近
世
初
期
か
ら
文

化
水
準
の
高
い
町
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

俳
諧
に
お
い
て
は
、
万
治
二
年
十
一
月
刊
『
伊
勢
俳
諧
新
発
句
帳
』
に

「
松
坂
分
」
と
し
て
春
陽
軒
加
友
以
下
四
十
八
人
が
入
集
し
て
い
る
。
ま
だ

宗
因
と
の
か
か
わ
り
の
な
い
時
点
で
、
松
坂
が
伊
勢
で
は
山
田
に
つ
い
で
俳

諧
の
盛
ん
な
地
域
で
あ
っ
た
。
そ
の
加
友
は
、
は
じ
め
望
一
門
、
後
に
松
永

貞
徳
に
従
っ
た
と
い
う
。
寛
文
七
年
十
一
月
自
序
（
寛
文
八
年
五
月
下
旬

刊
）
の
『
伊
勢
踊
』
を
編
ん
で
い
る
が
、
そ
の
中
に
は
七
十
八
人
の
松
坂
の
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人
が
入
集
し
て
い
る
。
た
だ
加
友
は
句
引
に
「
伊
勢
山
田
住
」
と
あ
り
、
こ

の
頃
は
山
田
に
移
住
し
て
い
た
。
こ
の
撰
集
に
は
、
宗
因
の
句
が
「
大
坂
西

山
氏

一
幽
」
と
し
て
三
句
見
え
る
。

連
歌
で
は
、
里
村
昌
穏
が
晩
年
松
坂
に
住
ん
で
い
た
こ
と
を
注
意
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
昌
穏
の
里
村
家
で
の
位
置
は
未
詳
で
、『
昌
穏
句
集
（
8
）』
に
、

亡
父
十
七
年
忌

ま
つ
虫
も
音
に
な
き
よ
る
か
こ
け
の
下

の
句
が
見
え
る
の
み
で
、
そ
の
「
亡
父
」
が
い
か
な
る
人
か
わ
か
ら
な
い
が
、

あ
る
い
は
松
坂
の
人
で
、
そ
の
ゆ
か
り
で
松
坂
に
移
住
し
た
の
か
と
も
考
え

ら
れ
る
。
元
和
六
年
一
月
二
十
四
日
の
『
何
舟
百
韻
』
以
降
、
里
村
南
家
の

昌
琢
の
会
席
に
一
座
す
る
が
、
元
和
九
年
十
一
月
十
五
日
の
『
山
何
百
韻
』

は
、
第
三
を
よ
ん
で
い
る
宗
為
が
熊
本
藩
家
老
並
河
志
摩
守
で
、
こ
の
折
の

昌
琢
の
発
句
が
柿
衞
文
庫
蔵
『
発
句
帳

昌
琢
』
に
「
並
川
志
州
、
江
戸
よ

り
上
洛
の
折
」
と
見
え
、
加
藤
家
伏
見
屋
敷
で
の
興
行
で
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ
、
ま
た
連
衆
が
ほ
ぼ
一
致
し
、
昌
琢
の
発
句
が
同
じ
く
『
発
句
帳

昌

琢
』
に
「
并
川
志
州
江
戸
よ
り
上
之
刻
興
行
」
と
あ
る
年
次
未
詳
『
何
人
百

韻
』
も
、
ほ
ぼ
こ
の
頃
の
興
行
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
い
ず
れ
に
も
、
行
生

（
北
左
平
次
。
加
藤
忠
広
の
御
供
衆
で
里
村
家
入
門
）
と
と
も
に
加
藤
家
の

縁
に
繋
が
っ
て
加
わ
っ
て
い
る
の
だ
が
、
前
年
の
八
年
に
上
京
し
里
村
家
の

学
寮
に
入
門
し
て
昌
琢
に
連
歌
を
学
ん
で
い
た
宗
因
（
当
時
は
豊
一
）
が
同

座
し
て
い
る
。
そ
の
後
の
寛
永
期
の
連
歌
で
は
、
昌
穏
は
年
末
年
始
の
江
戸

で
の
一
座
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
京
都
で
の
一
座
作
品
が
見
ら
れ
な
い
か
ら
、

あ
る
い
は
寛
永
の
始
め
頃
か
ら
松
坂
に
居
を
移
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。昌

穏
の
伊
勢
山
田
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
奥
野
純
一
氏
『
伊
勢
神
宮
神

官
連
歌
（
9
）』
に
詳
し
い
。『
氏
富
記
』
慶
安
三
年
八
月
二
十
一
日
の
条
に
よ
れ

ば
、
山
田
で
客
死
し
、
荒
木
田
氏
富
は
「
我
等
儀
昌
穏
事
、
互
ニ
親
と
子
と

頼
罷
有
」（
山
脇
立
庵
宛
書
簡
）
と
い
う
。
神
宮
関
係
の
資
料
が
多
く
残
っ

て
い
る
が
、
実
は
昌
穏
が
松
坂
に
住
み
、
松
坂
か
ら
山
田
に
出
向
い
て
い
た

こ
と
は
、『
伊
勢
正
直
集
』
や
『
伊
勢
踊
音
頭
集
』
の
句
引
「
松
坂
住
」
の

中
に
見
え
、『
宗
因
発
句
帳
』
に
、「
松
坂
昌
穏
庵
」「
松
坂
昌
穏
古
跡
」「
松

坂
行
止
斎
〔
昌
穏
〕
古
跡
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。『
昌
穏
句

集
』
に
は
、
昌
琢
の
一
周
忌
、
三
回
忌
、
七
回
忌
、
十
三
回
忌
（
二
月
五

日
）
の
忌
日
に
よ
ん
だ
発
句
が
見
え
る
。
正
保
五
年
二
月
三
日
の
『
昌
琢
十

三
回
忌
百
韻
』
は
、
里
村
南
家
の
昌
程
の
発
句
で
あ
る
が
、
北
家
が
玄
的
、

玄
祥
（
玄
仲
の
子
）、
仍
春
、
玄
三
（
号
か
ら
北
家
か
）
と
加
わ
っ
て
い
る

一
座
で
、
脇
が
昌
佐
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
瀬
川
家
の
昌
佐
に
よ
る
江
戸
で
の

興
行
に
、
松
坂
よ
り
下
向
し
て
加
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
昌
琢
十
三
回
忌
は

京
都
で
は
二
月
五
日
に
昌
俔
発
句
で
興
行
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
加
わ

ら
ず
、
忌
日
の
五
日
に
発
句
を
よ
ん
で
い
る
。「
昌
琢
老
手
跡
か
け
物
に
て

興
行
」
と
い
う
前
書
の
あ
る
句
も
あ
り
、
昌
琢
門
と
い
う
意
識
を
も
っ
て
松

坂
の
連
歌
を
指
導
し
、
山
田
や
熱
田
へ
も
赴
い
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
昌
穏
句
集
』
に
、
多
く
の
江
戸
で
の
句
が
見
え
て
お
り
、
松
坂
か
ら
新
年

の
柳
営
連
歌
に
一
座
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
、
昌
穏
一
座
の
現
存
最
後
の

作
品
も
、
慶
安
二
年
一
月
二
十
日
の
昌
程
発
句
の
柳
営
の
会
で
あ
っ
た
。
当

時
松
坂
か
ら
江
戸
に
進
出
す
る
商
人
が
多
く
、
そ
の
海
路
が
開
か
れ
て
い
た
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こ
と
と
も
関
わ
り
が
あ
ろ
う
。

樹
敬
寺
に
て

む
す
び
よ
り
て
す
ゞ
し
き
を
し
る
法
の
水

の
句
が
『
昌
穏
句
集
』
に
見
え
る
。
こ
の
句
の
「
結
ぶ
」
は
、「
水
を
結
ぶ
」

と
「
庵
を
結
ぶ
」
を
掛
け
て
い
て
、
昌
穏
庵
が
樹
敬
寺
に
あ
っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
。
樹
敬
寺
は
、『
松
坂
権
輿
雑
集
』
の
「
新
町
」
に
、「
法
幢
山
樹
敬

寺
、
宝
延
院
浄
土
宗
、
京
都
知
恩
院
の
末
」
と
見
え
、
嶺
松
院
・
歓
喜
庵
・

何
似
院
・
法
樹
院
・
浄
安
院
・
応
称
院
・
深
信
院
・
林
照
院
の
塔
頭
が
あ
り
、

加
友
は
法
樹
院
の
庵
主
で
あ
っ
た
。『
宗
因
発
句
帳
』
に
、

松
坂
昌
穏
古
跡
に
て

植
し
時
か
ゝ
れ
と
て
こ
そ
雪
の
松

と
い
う
句
が
あ
る
が
、
実
は
、
後
述
す
る
石
水
博
物
館
蔵
『
於
豊
前
小
倉
御

城
御
賀
千
句
』
付
載
の
「
当
地
に
て
宗
因
老
発
句
」（
以
下
私
に
『
俊
正
集

め
句
』
と
呼
ぶ
）
に
、

か
ゝ
れ
と
て
松
や
は
う
へ
し
雪
の
庭

是
は
嶺
松
院
に
て

と
見
え
る
宗
因
の
句
は
、
句
形
に
小
異
が
あ
る
が
同
じ
句
で
、
昌
穏
追
悼
句

で
あ
り
、
昌
穏
は
樹
敬
寺
の
塔
頭
嶺
松
院
に
い
た
こ
と
に
な
る
。『
伊
勢
踊

音
頭
集
』
に
は
、

開
眼
寺
の
花
み
に

ふ
き
出
し
て
わ
ら
ふ
や
花
に
松
の
風

の
句
が
見
え
、
開
眼
寺
は
、『
松
坂
権
輿
雑
集
』
の
「
油
屋
町
」
に
、「
仏
心

山
開
眼
寺
、
禅
宗
、
松
坂
養
泉
寺
の
末
」
と
あ
る
寺
で
、
松
坂
衆
の
俳
諧
仲

間
と
も
親
し
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
昌
穏
句
集
』
に
「
松
坂
に
て
」

と
あ
る
句
は
、「
花
に
鳥
の
休
ら
ふ
さ
と
へ
あ
ま
つ
か
り
」
の
ほ
か
に
は
見

え
な
い
が
、
特
に
前
書
に
記
し
て
い
な
い
句
も
多
く
松
坂
で
よ
ま
れ
た
も
の

か
と
思
わ
れ
る
。

三
松
坂
昌
穏
庵
ニ
一
宿

旅
ね
と
へ
宿
は
一
志
の
浦
千
鳥

と
し
て
『
宗
因
発
句
帳
』
に
見
え
る
句
は
、
昌
穏
が
没
す
る
慶
安
三
年
八
月

二
十
一
日
以
前
の
句
で
、
季
語
が
千
鳥
で
あ
る
か
ら
、
慶
安
二
年
以
前
の
冬

の
句
と
な
る
（

）。「
年
譜
」
に
徴
し
て
も
、
そ
の
年
次
を
特
定
す
る
こ
と
は
む

10

つ
か
し
い
。
た
だ
、
寛
永
二
十
一
年
八
月
の
加
藤
正
方
の
広
島
松
平
家
お
預

け
と
な
る
以
後
に
は
そ
の
年
次
を
見
い
だ
し
に
く
く
、

伊
勢
参
宮
に

ふ
み
初
つ
豊
の
宮
路
の
け
さ
の
霜
（
宗
因
発
句
帳
）

と
あ
る
の
と
同
じ
時
期
の
、
寛
永
二
十
年
以
前
の
某
年
冬
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
句
は
、『
三
籟
集
』
に
は
「
初
め
て
参
宮
せ
し
時
」
と
見
え
、

こ
れ
が
宗
因
の
最
初
の
伊
勢
参
宮
で
あ
る
が
、
伊
勢
の
記
録
に
残
っ
て
い
な

い
の
は
、
ま
だ
宗
因
の
連
歌
師
と
し
て
の
知
名
度
が
高
く
な
か
っ
た
時
期
で

あ
っ
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
参
宮
が
、
主
君
正
方
の
復
帰
と
宗
因
自
身

連
歌
師
と
し
て
立
つ
祈
願
を
兼
ね
て
の
参
宮
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、「
年
譜
」

に
徴
し
て
、
寛
永
十
一
年
以
降
の
か
な
り
早
い
時
期
で
は
な
か
っ
た
か
。
後

年
、
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勢
州
に
て
、
む
か
し
「
一
志
の
浦
千
鳥
」
と
つ
か
う
ま
つ
り
し
を

思
出
て

磯
千
鳥
き
け
ば
は
や
く
の
旅
ね
哉
（
宗
因
発
句
帳
）

の
句
を
よ
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
も
、
ま
だ
連
歌
師
と
し
て
は
初
心
の
頃
の
宗

因
に
と
っ
て
、
か
つ
て
昌
穏
庵
に
一
宿
し
た
こ
と
が
特
に
印
象
深
か
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
明
暦
二
年
六
月
に
は
、

勢
州
松
坂
昌
穏
七
回
忌

年
な
み
は
其
水
無
月
の
早
瀬
か
な
（
宗
因
発
句
帳
）

の
句
を
手
向
け
、

松
坂
昌
穏
古
跡
に
て

植
し
時
か
ゝ
れ
と
て
こ
そ
雪
の
松
（
宗
因
発
句
帳
。
前
述
の
追
悼
句
）

松
坂
行
止
斎
古
跡
に
て

数
た
ら
ぬ
ひ
と
り
や
千
人
月
の
友
（
宗
因
発
句
帳
）

な
ど
、
松
坂
を
訪
れ
た
時
に
は
、
昌
穏
古
跡
で
追
悼
句
を
よ
ん
で
い
る
。
宗

因
と
松
坂
を
考
え
る
時
、
昌
穏
は
最
初
の
重
要
な
人
と
言
え
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

四

宗
因
は
、
万
治
三
年
の
四
月
頃
、
伊
勢
に
下
向
し
、
翌
四
年
正
月
頃
ま
で

滞
在
す
る
。「
竹
の
子
や
井
垣
の
内
へ
ぬ
け
参
」（『
境
海
草
』
万
治
三
年
七

月
刊
）
の
句
は
、『
玉
手
箱
』（
延
宝
七
年
刊
）
に
「
参
宮
の
折
ふ
し
」
の
前

書
が
見
え
る
。
七
月
頃
、
外
宮
月
次
連
歌
初
め
に
出
座
し
て
い
る
こ
と
は
、

『
宗
因
発
句
帳
』
の
句
か
ら
知
ら
れ
る
が
、

月
次
初
会
に
月
よ
み
の
も
り
に
て

月
よ
み
や
よ
む
と
も
つ
き
じ
懐
紙
神

の
『
遠
近
集
』
の
句
は
、『
遠
近
集
』
が
寛
文
六
年
刊
で
あ
る
が
、
寛
文
元

年
に
は
い
ち
お
う
撰
了
し
て
い
た
こ
と
か
ら
こ
の
頃
の
句
で
、
俳
諧
に
も
興

じ
て
い
た
。
十
月
二
十
日
夜
に
は
、
路
草
久
保
倉
右
近
亭
で
興
歌
に
興
じ
た

り
し
て
い
る
（

）。
11

山
田
で
の
資
料
が
多
く
現
存
す
る
が
、
前
述
の
「
松
坂
昌
穏
古
跡
」
を
訪

ね
て
の
「
植
し
時
」
の
句
も
、
昌
穏
庵
に
一
宿
し
た
折
の
句
を
思
い
出
し
て

よ
ん
だ
「
磯
千
鳥
」
の
句
も
、「
年
譜
」
に
指
摘
す
る
よ
う
に
こ
の
折
と
推

定
さ
れ
、
前
述
の
嶺
松
院
で
の
句
も
こ
の
折
の
も
の
と
推
定
す
る
。
こ
の
間
、

宗
因
は
、
多
く
松
坂
に
滞
在
し
て
い
て
、
九
月
二
十
三
日
の
正
方
十
三
回
忌

の
『
懐
旧
連
歌
百
韻
』
の
独
吟
も
こ
の
伊
勢
滞
在
中
の
こ
と
で
あ
る
が
、
そ

れ
も
松
坂
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
。『
伊
勢
正
直
集
』
に
十
一
句
入
集
し
て

い
る
こ
と
も
、
こ
の
折
の
松
坂
衆
と
の
交
わ
り
と
か
か
わ
り
が
あ
り
、
こ
の

集
に
初
出
の
句
の
多
く
は
、
こ
の
折
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
万
治
四
年
正
月

十
一
日
に
は
、
伊
勢
大
神
宮
法
楽
『
初
何
百
韻
』（
八
代
市
立
博
物
館
蔵
）

を
宗
春
と
両
吟
で
よ
み
奉
納
す
る
。
宗
春
は
万
治
二
年
に
歳
旦
吟
を
よ
ん
で

お
り
、
連
歌
師
と
し
て
立
つ
報
告
の
意
も
あ
っ
て
、
こ
の
伊
勢
大
神
宮
法
楽

『
初
何
百
韻
』
の
た
め
に
だ
け
下
向
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

五

次
に
宗
因
が
伊
勢
に
下
向
す
る
の
は
、
寛
文
十
三
年
で
あ
る
。
こ
の
折
は
、

多
く
の
資
料
が
あ
っ
て
足
跡
は
か
な
り
明
ら
か
に
な
る
。
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ま
ず
、
宗
因
自
筆
『
伊
勢
道
中
句
懐
紙
（

）』
を
掲
げ
る
。

12

宗
春
在
京
、
旅
宿
に
て
一
会

宗
因

袖
に
う
つ
せ
あ
ふ
げ
ば
月
の
都
人

三
井
小
三
郎
興
行

荻
風
に
我
は
わ
れ
と
や
萩
の
露

参
宮
道
中
、
白
子
浦
不
断
桜
の
花
を
み
て

あ
な
め
づ
ら
花
に
桜
の
下
紅
葉

白
子
浦
よ
り
松
坂
へ
、
舟
に
て

伊
勢
海
に
ゐ
で
行
月
の
夜
舟
哉

松
坂
に
て
興
行
共

八
月
十
五
夜

浦
の
名
も
月
よ
り
い
づ
る
渚
哉

ま
ね
か
れ
し
故
よ
し
も
が
な
花
す
ゝ
き

遠
山
田
か
り
が
ね
告
る
朝
戸
哉

鵙
ぞ
鳴
た
が
夕
暮
の
窓
の
竹

花
野
分
し
め
に
も
珍
し
庭
の
秋

七
月
上
旬
、
伊
勢
の
旅
に
出
た
京
都
の
旅
宿
で
、
宗
春
も
在
京
し
て
の
一
座

が
あ
り
、
次
い
で
お
そ
ら
く
こ
れ
も
京
都
で
の
三
井
小
三
郎
興
行
の
一
座
が

あ
る
。
宛
先
未
詳
の
六
月
十
四
日
付
け
「
宗
因
書
簡
（

）」
に
、「
あ
ま
り
去
年

13

よ
り
歩
行
不
仕
、
蟄
居
。
気
晴
し
ニ
、
先
伏
見
へ
十
六
日
ニ
罷
上
申
候
。
暑

気
別
ノ
事
も
無
御
座
候
に
、
勢
州
へ
春
ノ
時
分
よ
り
招
申
方
御
座
候
間
、
直

ニ
可
参
か
と
存
候
。」
と
あ
る
の
は
、
こ
の
年
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
、
伏
見

よ
り
伊
勢
行
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
東
海
道
を
経
て
日
永
追
分
か
ら
伊
勢
街

道
に
入
り
、
松
坂
と
同
じ
く
紀
州
藩
領
で
あ
っ
た
白
子
山
観
音
寺
の
不
断
桜

を
見
て
、
白
子
浦
か
ら
舟
で
松
坂
の
湊
に
着
き
、
松
坂
に
し
ば
し
逗
留
す
る

の
で
あ
る
。

『
俊
正
集
め
句
』
は
、
延
宝
七
年
の
句
を
は
じ
め
に
順
次
挙
げ
、
後
半
は

以
前
の
句
を
思
い
出
し
て
記
し
て
い
て
、
そ
の
中
に
『
伊
勢
道
中
句
懐
紙
』

と
共
通
す
る
句
が
あ
り
、「
浦
の
名
も
」
の
句
が
俊
正
亭
、「
花
野
分
」
の
句

が
忠
弘
亭
で
の
句
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
宗
因
は
、
八
月
十
五
日
頃
、

松
坂
の
湊
に
着
き
、
先
ず
は
俊
正
亭
の
月
見
の
一
座
に
臨
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

「
浦
の
名
も
月
よ
り
い
づ
る
渚
哉
」
の
宗
因
の
句
は
、『
宗
因
発
句
帳
』
に

「
勢
州
清
渚
に
て
」
と
し
て
見
え
、
句
意
か
ら
も
海
浜
の
句
と
考
え
ら
れ
る
。

俊
正
亭
は
観
音
小
路
し
ょ
う
じ

（
中
町
）
に
あ
る
が
、
松
坂
の
湊
近
く
に
別
邸
が
あ
っ

た
か
（

）。
14俊

正
は
、『
松
坂
権
輿
雑
集
』
の
「
中
町
」
に
、「
観
音
小
路
諸
家
之
事
」

と
し
て
、「
一

岡
山
又
右
衛
門
法
名
除
清
、
二
代
又
右
衛
門
法
名
俊
正
」

と
見
え
、
季
吟
の
『
伊
勢
紀
行
』
に
は
、「
俊
正
は
天
満
の
西
翁
と
し
た
し

か
り
し
人
に
て
」
と
あ
る
。
こ
の
折
の
宗
因
の
下
向
も
俊
正
が
招
い
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
前
述
の
「
松
坂
行
止
斎
古
跡
に
て
」
の
「
数
た
ら
ぬ
ひ
と
り

や
千
人
月
の
友
」
の
句
も
「
年
譜
」
に
指
摘
す
る
よ
う
に
同
じ
く
こ
の
頃
の

句
で
、
こ
の
句
の
句
意
か
ら
も
昌
穏
が
松
坂
連
歌
衆
と
親
し
い
関
係
に
あ
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。

梅
を
か
ざ
す
そ
れ
よ
り
春
の
姿
哉

是
は
岡
寺
千
句
巻
頭

と
『
俊
正
集
め
句
』
に
あ
る
句
は
、『
宗
因
発
句
帳
』
に
「
勢
州
松
坂
に
て
、
5



千
句
第
一
」（『
三
籟
集
』
も
同
じ
前
書
）
と
見
え
、『
三
籟
集
』
に
は
、
ほ

か
に
宗
春
の
、

勢
州
松
坂
に
て
、
千
句

百
鳥
の
事
ざ
ま
し
な
り
郭
公

が
あ
る
。『
氏
富
卿
日
記
』
所
収
寛
文
十
三
年
八
月
十
三
日
付
宗
因
宛
氏
富

書
簡
に
は
、「
一
詠
老
・
宗
春
老
は
、
千
句
成
就
之
後
、
御
帰
可
有
之
由
、

御
尤
存
候
」
と
見
え
、
こ
の
千
句
に
は
、
天
王
寺
一
詠
と
宗
春
が
参
加
し
て

い
た
こ
と
、
宗
因
・
宗
春
の
発
句
か
ら
四
季
題
千
句
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。『
松
坂
権
輿
雑
集
』
の
「
中
町
」
に
、「
岡
寺
山
継
松
寺
、
如
意
院
真

言
古
義
、
高
野
山
蓮
花
三
昧
院
の
末
」
と
見
え
、
俊
正
の
住
む
観
音
小
路
は
、

継
松
寺
へ
の
参
詣
の
通
路
に
当
た
る
。
こ
の
千
句
の
興
行
も
俊
正
の
催
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
九
月
は
じ
め
に
宗
因
は
ひ
と
り
山
田
へ
向
か

う
。
山
田
に
て
の
宗
因
の
行
動
は
、
す
で
に
前
掲
の
野
間
氏
ら
の
考
察
に
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
し
、「
年
譜
」
に
譲
る
。
浅
熊
山
金
剛
証
寺
に
参
詣
し

た
り
、
九
月
十
三
日
の
西
行
谷
の
連
歌
に
臨
ん
だ
り
し
て
い
る
が
、
十
月
に

は
、
松
坂
に
戻
っ
て
お
り
、『
俊
正
集
め
句
』
の
「
是
は
安
貞
に
て
」
と
あ

る
「
山
里
に
聞
な
す
軒
の
時
雨
哉
」
の
句
は
、『
宗
因
発
句
帳
』
に
「
松
坂

隠
居
の
人
興
行
」
と
あ
る
句
で
、
こ
の
折
の
句
と
思
わ
れ
る
。
安
貞
は
油
屋

町
田
丸
屋
の
二
代
目
青
木
安
貞
で
、『
松
坂
権
輿
雑
集
』
に
は
「
二
代
市
兵

衛
表
徳
安
貞
、
大
坂
花
本
宗
因
の
門
弟
二
而
連
歌
を
好
、
元
禄
十
五
年
午
四

月
十
日
七
十
歳
に
し
て
死
す
」
と
見
え
る
。
宗
因
は
、
そ
の
後
、
松
坂
か
ら

ま
っ
す
ぐ
帰
坂
し
、
十
一
月
に
は
明
石
下
向
、
松
平
信
之
を
訪
問
し
て
い
る

が
、
十
二
月
十
九
日
付
荒
木
田
氏
富
宛
書
簡
に
は
、「
去
秋
は
始
て
得
御
意
、

度
々
之
御
会
席
に
て
心
安
申
承
、
本
懐
之
至
に
存
候
」
と
見
え
、
氏
富
と
の

交
遊
は
こ
の
度
の
伊
勢
下
向
に
始
ま
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

西
行
谷
で
の
懐
紙
を
、「
松
坂
迄
之
便
遣
候
間
、
岡
又
右
衛
門
方
よ
り
進
上

仕
候
」
と
あ
り
、「
岡
又
右
衛
門
」
は
『
氏
富
卿
日
記
』
の
誤
写
で
岡
山
又

右
衛
門
俊
正
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
俊
正
と
の
親
昵
さ
が
知
ら
れ
る
。

六

次
の
伊
勢
下
向
は
延
宝
四
年
で
、
九
月
か
十
月
に
松
坂
に
下
向
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
十
月
二
十
一
日
に
氏
富
を
訪
問
（
二
十
二
日
付
氏
富
書
状
）、

十
一
月
二
十
三
日
ま
で
、
山
田
に
て
内
外
宮
の
神
官
と
の
一
座
に
加
わ
っ
て

い
る
。
そ
の
後
、
松
坂
に
戻
り
、
結
局
越
年
す
る
こ
と
な
く
、
十
二
月
二
日

松
坂
出
立
、
帰
坂
の
途
に
着
く
（
十
二
月
十
日
付
宗
因
宛
藤
波
氏
守
書
状
）。

こ
の
折
の
松
坂
で
の
動
向
を
知
る
資
料
は
特
に
存
在
し
な
い
が
、
や
は
り
多

く
の
雅
会
が
あ
っ
た
こ
と
も
察
せ
ら
れ
る
。

翌
延
宝
五
年
に
は
、
藤
堂
佐
渡
守
高
通
（
任
口
。
季
吟
門
）
の
招
聘
を
受

け
て
、
十
二
月
三
日
久
居
着
、
十
二
日
ま
で
滞
在
し
て
、
十
三
日
に
は
津
ま

で
来
た
が
、
閏
十
二
月
十
三
日
付
氏
富
宛
宗
因
書
状
に
「
当
地
初
て
参
、
毎

度
之
参
会
、
寒
気
之
節
、
以
之
外
草
臥
申
候
。
松
坂
衆
よ
り
も
、
近
所
故

切
々
便
に
、
早
々
隙
明
次
第
待
入
候
由
、
被
申
越
候
へ
ど
も
、
越
年
は
各
別
、

一
夕
二
夕
は
、
折
か
ら
物
さ
は
が
し
き
節
気
、
不
心
静
、
用
な
き
事
と
存
返

し
て
、
津
よ
り
真
直
に
十
四
日
に
発
足
仕
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
山
田
下
向

の
要
請
や
、
松
坂
衆
か
ら
の
招
き
も
諦
め
て
、
十
四
日
に
津
を
立
ち
、
お
そ

ら
く
は
関
を
経
て
東
海
道
か
ら
帰
坂
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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七

次
は
延
宝
七
年
五
月
に
松
坂
に
下
向
す
る
。『
梅
酒
十
歌
仙
』
に
「
比
は

五
月
の
半
」
と
あ
り
、
天
満
の
幸
方
お
よ
び
如
見
宅
で
の
俳
譜
十
歌
仙
を
す

ま
せ
て
、
ま
も
な
く
十
五
日
に
は
、
松
坂
の
定
之
興
行
の
『
何
人
百
韻
』
に

臨
ん
で
い
る
。『
梅
酒
十
歌
仙
』
の
序
に
、「
先
生
、
下
地
あ
り
、
草
臥
あ
り
、

成
ま
じ
き
よ
し
仰
ら
れ
し
を
、
を
の
〳
〵
し
ゐ
て
今
一
つ
今
一
巻
な
ど
云
う

ち
に
、
其
日
も
暮
行
。
又
の
日
、
予
が
草
宅
に
請
待
し
て
残
り
を
つ
ぐ
」
と

あ
る
の
は
、
こ
の
頃
す
で
に
宗
因
が
俳
譜
に
倦
ん
で
い
た
と
解
さ
れ
る
こ
と

も
あ
っ
た
が
、
松
坂
下
向
が
決
ま
っ
て
い
て
心
が
急
い
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

発
句
・
脇
・
第
三
を
掲
げ
る
。

五
月
雨
も
旅
居
に
ま
く
る
日
数
哉

宗
因

山
ほ
と
ゝ
ぎ
す
音
づ
る
ゝ
宿

定
之

う
つ
し
植
し
軒
の
橘
花
さ
き
て

道
方

以
下
連
衆
は
、
玄
室
・
江
由
・
加
伝
・
玄
智
・
如
休
・
道
本
・
俊
正
・
正

繁
・
吉
之
・
安
貞
で
、
江
由
・
加
伝
・
玄
智
以
外
は
『
俊
正
集
め
句
』
に
見

え
、
い
ず
れ
も
松
坂
衆
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
前
出
の
俊
正
・
安
貞
の
ほ

か
に
、『
松
坂
権
輿
雑
集
』
か
ら
、
道
方
が
本
町
住
小
津
清
兵
衛
、
江
由
が

白
粉
町
住
松
本
七
郎
次
郎
、
道
本
が
本
町
住
竹
内
三
郎
左
衛
門
と
知
ら
れ
る
。

加
伝
は
『
伊
勢
踊
』
に
春
楊
軒
と
見
え
、
加
友
の
軒
号
を
継
ぎ
、
山
田
移
住

の
あ
と
を
託
さ
れ
た
よ
う
だ
。
玄
智
も
『
伊
勢
踊
』
に
松
坂
住
坂
井
氏
と
し

て
見
え
る
。
興
行
主
の
定
之
は
、
前
掲
の
野
間
氏
論
考
で
は
荒
木
氏
と
す
る
。

『
松
坂
権
輿
雑
集
』
の
「
中
町
諸
家
之
事
」
に
「
荒
木
山
三
郎
法
名
浄
悦
」

「
二
代
山
三
郎
法
名
松
亭
」
が
見
え
、
松
亭
は
「
浄
悦
の
二
男
、
表
徳
冬
丸
、

清
水
谷
家
の
門
弟
に
て
歌
道
を
好
む
」
と
見
え
る
。
季
吟
の
『
伊
勢
紀
行
』

の
折
は
、
も
っ
ぱ
ら
荒
木
定
道
が
案
内
し
て
い
る
。
こ
の
定
之
も
、
荒
木
氏

と
思
わ
れ
る
。

そ
の
五
月
十
六
日
付
外
宮
長
官
（
度
会
満
彦
）・
内
宮
長
官
（
氏
富
）
連

署
の
書
簡
に
は
、
松
坂
滞
在
中
の
宗
因
の
も
と
へ
迎
え
の
使
を
遣
す
意
が
記

さ
れ
、
宗
因
は
、
五
月
十
六
日
付
で
の
返
書
で
、「
明
日
・
明
後
日
兼
約
之

会
御
座
候
間
、
此
元
仕
廻
申
候
て
、
岡
山
又
右
衛
門
同
心
可
仕
候
間
、
重
て

御
迎
御
無
用
に
被
成
可
被
下
候
」
と
記
し
て
い
る
。
十
七
日
、
十
八
日
の
松

坂
で
の
会
（『
俊
正
集
め
句
』
に
見
え
る
如
休
亭
・
玄
室
亭
か
）
を
済
ま
せ

て
、
十
九
日
に
俊
正
同
道
で
、
山
田
の
吉
村
玄
碩
方
に
着
い
て
い
る
。
五
月

二
十
六
日
の
氏
富
亭
の
一
座
、
二
十
七
日
は
西
行
谷
へ
招
か
れ
、
二
十
八
日

は
内
宮
岩
井
田
尚
令
亭
連
歌
に
出
て
い
る
こ
と
が
、『
神
宮
引
付
日
用
記
（

）』
15

な
ど
か
ら
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
松
坂
に
戻
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
六
月

二
十
六
日
の
今
度
は
外
宮
の
満
彦
亭
の
連
歌
に
、
松
坂
よ
り
山
田
に
赴
き
、

七
月
九
日
外
宮
三
祢
宜
松
木
因
彦
亭
連
歌
ま
で
、
あ
ち
こ
ち
出
座
。
七
月
六

日
付
で
山
田
よ
り
岡
山
為
右
衛
門
宛
に
送
っ
た
書
状
に
は
（

）「
打
続
気
□
不
存

16

候
へ
共
、
草
臥
、
津
に
て
も
断
り
可
申
入
と
存
候
。
何
卒
約
束
を
は
や
く
仕

舞
候
て
、
大
阪
之
迎
待
得
申
度
候
」
と
い
っ
て
い
る
。「
宇
治
の
千
句
の
事
、

修
理
・
允
哉
へ
申
遣
候
。
発
句
な
し
。
定
り
次
第
、
可
申
進
候
。
□
□
御
座

候
は
ん
と
思
召
候
は
ゞ
、
可
有
御
入
来
、
さ
ん
〴
〵
苦
労
成
事
之
、
中
々
お

も
し
ろ
げ
も
有
間
敷
存
候
。
此
旨
道
本
へ
も
、
御
心
得
被
仰
可
被
下
候
」
と
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あ
り
、
こ
の
「
宇
治
の
千
句
」
は
、
七
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
七
日
に
か
け

て
氏
富
家
で
興
行
さ
れ
た
千
句
で
、
俊
正
・
道
本
に
出
座
を
誘
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
俊
正
は
こ
の
千
句
に
一
座
し
て
い
る
。
宗
因
は
、
段
取
り

を
付
け
て
、
い
っ
た
ん
松
坂
に
戻
り
、
俊
正
同
道
で
参
加
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
こ
の
千
句
を
終
え
て
ま
た
松
坂
に
戻
り
、『
俊
正
集
め
句
』
に
見
え

る
諸
所
の
一
座
に
臨
ん
で
い
る
。「
勢
州
松
坂
に
て
物
語
講
ぜ
し
時
」
の
前

書
の
あ
る
「
人
有
け
り
伊
勢
物
が
た
り
に
よ
る
の
月

梅
翁
」
の
鉄
心
斎
文

庫
蔵
宗
因
真
蹟
短
冊
が
あ
り
、
こ
の
頃
松
坂
衆
に
『
伊
勢
物
語
』
を
講
義
し

て
い
る
。
後
に
季
吟
も
「
岡
寺
と
い
ふ
観
自
在
菩
薩
の
お
は
し
ま
す
所
」

（
継
松
寺
）
で
、
松
坂
の
好
士
を
集
め
て
『
伊
勢
物
語
』
を
講
じ
て
い
て

（『
伊
勢
紀
行
』）、
松
坂
衆
に
と
っ
て
『
伊
勢
物
語
』
は
特
に
関
心
の
あ
る
古

典
で
あ
っ
た
。

九
月
上
旬
、
久
居
の
任
口
よ
り
の
招
き
に
津
の
道
因
と
い
う
人
と
同
道
で

訪
れ
一
宿
、
白
塚
（
津
市
白
塚
町
。
当
時
は
一
部
紀
州
藩
白
子
領
）、
津
で

も
そ
れ
ぞ
れ
一
宿
、
伏
見
に
昼
時
分
に
着
き
、
夜
舟
で
下
り
十
日
に
帰
坂
す

る
（

）。
17

延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）
三
四
月
ご
ろ
参
宮
を
予
定
し
て
い
た
こ
と
が
、

正
月
十
日
付
藤
波
修
理
〔
氏
守
〕
宛
宗
因
書
簡
に
よ
り
知
ら
れ
る
が
、
こ
の

計
画
は
結
局
実
現
し
な
か
っ
た
の
で
、
宗
因
の
伊
勢
行
は
延
宝
七
年
が
最
後

と
な
っ
た
。

八

松
坂
に
お
い
て
と
く
に
宗
因
と
関
係
の
深
か
っ
た
俊
正
は
、『
松
坂
権
輿

雑
集
』
に
、

茶
式
を
好
、
兼
而
諸
芸
ニ
譁
（
通
と
も
）。
此
段
達
対
山
君
御
耳
、
元
禄

十
四
巳
年
紀
府
に
被
召
寄
、
七
人
扶
持
金
子
弐
拾
両
宛
被
為
下
置
、
為

御
雇
奉
仕
。

と
見
え
る
。
対
山
君
は
紀
伊
徳
川
家
二
代
光
貞
で
、
初
代
頼
宣
の
嫡
男
、
寛

文
七
年
五
月
十
九
日
相
続
、
元
禄
十
一
年
四
月
二
十
二
日
に
家
督
を
綱
教
に

譲
り
、
薙
髪
し
て
対
山
君
と
称
し
、
宝
永
二
年
八
月
八
日
逝
去
す
る
。
俊
正

が
、
諸
芸
に
通
じ
て
い
た
こ
と
が
、
家
督
を
譲
っ
た
対
山
君
の
耳
に
達
し
、

元
禄
十
四
年
に
召
し
寄
せ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
松
坂
衆
と
紀
州
藩
と
の

か
か
わ
り
が
深
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

紀
州
藩
初
代
の
頼
宣
の
正
妻
は
加
藤
清
正
の
娘
八
十
姫

や
そ
ひ
め

で
あ
っ
た
。
瑶
林

院
と
よ
ば
れ
た
こ
の
人
の
こ
と
は
、
水
野
勝
之
・
福
田
正
秀
両
氏
著
『
続
加

藤
清
正
「
妻
子
」
の
研
究
（

）』
に
詳
し
い
。
頼
宣
と
瑶
林
院
と
の
仲
は
き
わ
め

18

て
睦
ま
じ
か
っ
た
と
い
う
。
慶
長
十
五
年
九
月
、
婚
姻
の
上
使
と
し
て
肥
後

に
下
向
し
た
の
が
家
老
の
三
浦
為
春
で
、
そ
の
折
の
紀
行
が
『
太
笑
記
』
で

あ
っ
た
。
元
和
八
年
四
月
二
十
七
日
、
ま
だ
十
八
歳
の
宗
因
（
当
時
は
豊

一
）
は
、
頼
宣
の
勧
請
し
た
紀
州
東
照
宮
の
祭
礼
に
列
し
、
戸
田
藤
左
衛
門

隆
重
亭
の
連
歌
歌
仙
に
一
座
し
、
同
じ
く
四
月
二
十
日
に
は
、
三
浦
為
春
亭

で
の
連
歌
五
十
韻
に
一
座
し
て
い
る
。
紀
州
徳
川
家
と
宗
因
と
の
関
係
は
、

こ
の
頃
か
ら
芽
生
え
が
あ
っ
た
。
宗
因
が
松
坂
衆
と
深
い
交
わ
り
が
あ
っ
た

こ
と
も
、
こ
の
紀
州
徳
川
家
と
加
藤
家
の
姻
戚
関
係
も
一
つ
の
因
で
あ
っ
た

こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
松
坂
衆
も
加
藤
家
ゆ
か
り
の
宗
因
に
特
に
親
し
み
を

感
じ
て
い
た
か
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
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松
坂
だ
け
で
な
く
先
述
の
よ
う
に
白
塚
衆
と
の
か
か
わ
り
も
同
様
に
考
え
る

こ
と
も
出
来
よ
う
。

九

こ
れ
ま
で
『
俊
正
集
め
句
』
と
称
し
て
何
度
も
触
れ
て
来
た
石
水
博
物
館

蔵
『
於
豊
前
小
倉
御
城
御
賀
千
句
（

）』
付
載
の
「
当
地
に
て
宗
因
老
発
句
」
は
、

19

宗
因
と
松
坂
を
考
え
る
上
に
き
わ
め
て
重
要
な
資
料
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
に

全
文
を
挙
げ
、
注
を
付
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
書
は
、
小
本
（
縦
一
五
・
五

糎
、
横
一
一
・
一
糎
）
一
冊
。
綴
葉
装
（
五
綴
）。
後
装
表
紙
朽
葉
色
。
も

と
は
表
紙
も
共
紙
。
墨
付
八
六
丁
。
各
丁
七
行
書
。
外
題
は
な
い
。
岡
山
俊

正
自
筆
。
は
じ
め
に
「
於
豊
前
小
倉
御
城
御
賀
千
句
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
小

倉
千
句
（
寛
文
五
年
二
月
）
で
、
次
に
「
播
州
に
て
」
と
し
て
、
延
宝
二
年

七
月
十
一
日
興
行
「
人
麿
社
法
楽
百
韻
」
を
記
し
、
そ
の
あ
と
の
三
丁
に
、

松
坂
に
て
の
宗
因
の
発
句
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
奥
書
に
よ
れ
ば
、
延

宝
九
年
六
月
重
直
の
望
み
に
よ
り
書
き
与
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
重
直
は
同

時
代
に
宗
因
と
か
か
わ
り
の
あ
る
人
物
を
求
め
る
な
ら
ば
、
水
守
重
直
か
。

延
宝
六
年
旨
恕
編
『
難
波
風
』
に
、
幾
音
・
益
友
・
旨
恕
と
の
四
吟
百
韻
が

あ
り
、
延
宝
九
年
『
西
鶴
大
矢
数
』（
第
二
発
句
）、『
東
日
記
』（
大
坂
重

直
）、
天
和
元
年
『
熱
田
宮
雀
』、
天
和
二
年
『
俳
諧
百
人
一
句
難
波
色
紙
』

（「
花
を
う
つ
雨
や
報
て
棒
振
む
し

水
守
重
直
」）
と
見
え
る
。『
定
本
西
鶴

全
集
』
頭
注
に
も
、「
水
守
重
直

未
詳
」
と
あ
っ
て
詳
し
い
こ
と
は
わ
か

ら
な
い
が
、
大
坂
の
俳
壇
で
、
宗
因
と
か
か
り
の
あ
る
幾
音
・
益
友
・
旨
恕

や
西
鶴
と
と
も
に
活
躍
し
て
い
た
俳
人
で
あ
っ
た
。
俊
正
と
の
直
接
の
関
わ

り
は
不
明
だ
が
、
宗
因
の
句
を
所
望
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

〔
翻
刻
に
当
た
っ
て
は
句
頭
に
通
し
番
号
を
付
し
、
私
に
濁
点
・
句
読
点

を
施
し
た
。
私
注
は
〔

〕
に
包
ん
で
適
宜
加
え
た
。「
発
句
帳
」
は

『
宗
因
発
句
帳
』、『
三
籟
集
』
と
と
も
に
、『
西
山
宗
因
全
集
』
の
番
号
を

付
記
し
た
。『
松
坂
権
輿
雑
集
』
は
「
権
輿
雑
集
」
と
略
称
す
る
〕。

当
地
に
て
宗
因
老
発
句

道
本
亭
に
て

1
二
度
に
見
ば
や
盛
を
萩
薄
〔
発
句
帳

。
三
籟
集

。
年
譜
は
延
宝
七
年
。

668

1609

道
本
は
、
竹
内
三
郎
左
衛
門
（
権
輿
雑
集
）。
伊
勢
正
直
集
に

三
句
入
集
〕

俊
正
亭

2
人
は
い
さ
宿
は
待
て
ふ
虫
の
声
〔
発
句
帳

。
三
籟
集

。
年
譜
は
延

681

1633

宝
七
年
。
俊
正
は
岡
山
又
右
衛
門
（
権
輿
雑
集
）〕

忠
弘
亭

3
朝
き
よ
め
水
な
そ
ゝ
き
そ
露
の
庭
〔
発
句
帳

。
三
籟
集

。
年
譜
は

705

1666

延
宝
七
年
。
忠
弘
は
伊
勢
正
直
集
に
一
句
入
集
〕

忠
栄
に
て

4
更
に
花
あ
り
と
も
菊
の
籬
哉
〔
発
句
帳

。
三
籟
集

。
年
譜
は
延
宝
七

933

2104

年
〕

吉
隆
に
て

5
幾
日
あ
ら
ば
今
幾
し
ほ
の
初
栬
〔
発
句
帳

。
三
籟
集

。
年
譜
は
延

956

2160

宝
七
年
。
吉
隆
は
伊
勢
正
直
集
に
二
句
入
集
。
川
口
氏
〕

9



信
定
亭

6
四
方
に
あ
そ
ぶ
今
宵
は
月
を
主
哉
〔
発
句
帳

（「
松
坂
に
て
」）。
三
籟

873

集

（「
同
所
〔
松
坂
〕
に
て
」）。
年
譜
は
延
宝
七
年
〕

1973

安
貞
に
て

7
花
野
分
い
た
る
所
や
月
の
宿
〔
発
句
帳

（「
松
坂
に
て
」）。
三
籟
集

843

1875

（「
松
坂
に
て
」）。
年
譜
は
延
宝
七
年
。
安
貞
は
青
木
市
兵
衛
〕

吉
之
に
て

8
霧
の
海
の
干
潟
の
玉
か
朝
日
影
〔
発
句
帳

（「
勢
州
に
て
」「
塩
干
の

733

玉
か
」）。
三
籟
集

（「
伊
勢
に
て
」「
汐
干
の
玉
か
」）。
年

1710

譜
は
延
宝
七
年
。
吉
之
は
、
伊
勢
正
直
集
に
三
句
、
伊
勢
踊

音
頭
集
に
十
八
句
入
集
。
藤
村
氏
〕

正
繁
に
て

9
是
さ
へ
や
あ
る
じ
に
と
へ
ば
薄
栬
〔
発
句
帳

。
三
籟
集

。
年
譜
は

976

2180

延
宝
七
年
〕

従
能
亭

正
に
夜
の
長
き
に
た
ぐ
ふ
き
ぬ
た
哉
〔
発
句
帳

。
三
籟
集

。
年
譜

10

898

2063

は
延
宝
七
年
〕

謙
也
に
て

名
残
か
も
し
ら
ず
老
木
の
秋
の
色
〔
発
句
帳

（「
勢
州
松
坂
餞
別
に
」）。

11

977

三
籟
集

（「
勢
州
に
て
、
餞
別
」）。
年
譜
は
延
宝
七
年
。
謙

2181

也
は
、
伊
勢
正
直
集
に
一
句
入
集
。
慶
聚
院
（
中
町
）〕。

俊
正
に
て

さ
は
る
事
あ
り
て
こ
も
り
居
け
れ
ば

よ
し
や
月
物
は
か
く
こ
そ
今
日
の
雨
〔
発
句
帳

（「
雨
天
当
座
」）。
三

12

872

籟
集

（「
松
坂
に
て
、
雨
天
当
座
」）。
年
譜
は
延
宝
七
年
〕

1972

道
本
に
て

う
づ
ら
鳴
野
は
行
人
の
夕
哉
〔
発
句
帳

。
三
籟
集

。
年
譜
は
延
宝
七

13

757

2067

年
〕

道
方
に
て

行
年
の
い
そ
げ
ば
こ
そ
あ
れ
旅
の
宿
〔
発
句
帳

（「
旅
宿
に
て
」）。
三

14

1320

籟
集

。
年
譜
は
延
宝
四
年
。
延
宝
七
年
は
九
月
上
旬
に
松

2799

坂
か
ら
久
居
・
白
塚
を
経
て
九
月
十
日
に
帰
坂
し
て
い
る
の

で
、
句
意
か
ら
す
れ
ば
そ
れ
が
妥
当
だ
が
、
こ
こ
は
延
宝
七

年
の
句
が
並
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
が
不
審

道
方

は
本
町
住
小
津
清
兵
衛
（
権
輿
雑
集
）〕。

如
休
に
て

門
は
樗
花
こ
そ
ち
ら
め
下
涼
み
〔
発
句
帳

。
三
籟
集

。
年
譜
は
延

15

477

1214

宝
七
年
〕

定
之
に
て

五
月
雨
も
旅
ゐ
に
ま
く
る
日
数
哉
〔
発
句
帳

。
三
籟
集

。
延
宝
七

16

471

1197

年
五
月
十
三
日
の
百
韻
現
存
。
定
之
は
荒
木
氏
〕

玄
室
に
て

答
ぬ
や
水
鶏
に
な
ら
ふ
夜
の
門
〔
発
句
帳

。
三
籟
集

。
年
譜
は
延

17

506

1267

宝
七
年
〕

〔
こ
こ
か
ら
は
、
句
の
よ
ま
れ
た
場
所
を
句
の
あ
と
に
記
す
。
俊
正
の
控
え

に
記
さ
れ
て
い
た
延
宝
七
年
以
前
の
折
の
句
を
集
め
る
か
〕

10



う
づ
み
火
は
た
ゞ
故
郷
の
ね
覚
哉
〔
発
句
帳

（「
旅
ね
か
な
」）。
三
籟

18

1270

集

（「
旅
ね
か
な
」）〕

2717

か
ゝ
れ
と
て
松
や
は
う
へ
し
雪
の
庭
〔
発
句
帳

（「
松
坂
昌
穏
古
跡
に

19

1214

て
／
植
し
時
か
ゝ
れ
と
て
こ
そ
雪
の
松
」）。
三
籟
集

。
2585

（「
松
坂
昌
穏
古
跡
に
て
／
う
へ
し
時
か
ゝ
れ
と
て
こ
そ
雪
の

松
」）。
宗
因
の
改
作
か
〕

是
は
嶺
松
院
に
て
〔「
嶺
」
の
字
体
は
「
岩
」
に
近
い
が
「
嶺
」

か
。「
こ
の
前
書
は
「
う
づ
み
火
は
」
に
も
か
か
る
。
こ
の
二

句
嶺
松
院
で
の
句
で
、
万
治
三
年
か
〕

花
野
分
し
目
に
も
め
づ
ら
し
庭
の
秋

20

是
は
忠
弘
に
て
〔
発
句
帳

。
三
籟
集

。『
伊
勢
道
中
句
懐
紙
』

752

1758

に
見
え
、
寛
文
十
三
年
の
句
。
忠
弘
は
伊
勢
正
直
集
に
一
句

入
集
〕。

山
里
に
聞
な
す
軒
の
時
雨
哉

21

是
は
安
貞
に
て
〔
発
句
帳

（「
松
坂
隠
居
の
人
興
行
」）。
三
籟

1055

集

（「
松
坂
に
て
隠
居
の
人
興
行
」）。
年
譜
は
寛
文
十
三

2343
年
。〕

浦
の
名
の
月
よ
り
出
る
渚
哉

22

是
は
俊
正
に
て
〔
発
句
帳

（「
勢
州
清
渚
に
て
」）。
三
籟
集

867

1967

（「
清
渚
に
て
」）。『
伊
勢
道
中
句
懐
紙
』
に
見
え
、
寛
文
十
三

年
〕

去
年
の
夏
む
す
び
置
て
し
清
水
哉

23

是
は
道
本
に
て
〔
年
譜
は
延
宝
七
年
。
こ
の
位
置
に
あ
る
こ
と
に

不
審
。
万
治
三
年
の
可
能
性
も
あ
る
か
〕

昼
ふ
し
の
其
間
を
秋
の
扇
哉

24

是
は
俊
正
に
て
〔
発
句
帳

（「
其
間
は
」）。
三
籟
集

（「
そ
の

516

1308

間
は
」）。
寛
文
十
三
年
〕

梅
を
か
ざ
す
そ
れ
よ
り
春
の
姿
哉

25

是
は
岡
寺
千
句
巻
頭
〔
発
句
帳

（「
勢
州
松
坂
に
て
、
千
句
第

107

一
」）。
三
籟
集

（「
勢
州
松
坂
に
て
、
千
句
第
一
」）。
年
譜

226

は
寛
文
十
三
年
。
岡
寺
は
、
岡
寺
山
継
松
寺
（
権
輿
雑
集
）〕

発
句
ど
も
前
後
の
わ
い
だ
め
も
な
く
お
も
ひ
出
す
ま
ゝ
に
書
付
侍
る

も
の
也
。

〔
こ
れ
は
、
最
後
の
八
六
丁
の
裏
が
白
紙
に
な
っ
て
い
た
と
こ

ろ
に
、
次
の
表
紙
裏
に
書
か
れ
た
奥
書
に
近
く
書
か
れ
て
い

て
、
特
に

以
降
の
句
の
並
び
を
い
う
か
〕。

18

延
宝
九
年
酉
六
月
、
よ
り
重
直
丈
、
望
に
よ
り
て
、
見
ぐ
る

し
き
恥
ら
ひ
も
な
く
、
か
つ
は
形
見
に
も
と
お
も
ひ
て

俊
正
（
花
押
）

注（1
）
「
宗
因
と
伊
勢
」（「
連
歌
俳
諧
研
究
」
5
、
昭
和
二
十
八
年
十
月
）

（
2
）
「
新
編
宗
因
書
簡
集
」（「
国
語
国
文
」
昭
和
二
十
九
年
十
月
）、「
連
歌
師

宗
因
」（「
国
語
国
文
」
昭
和
二
十
八
年
九
月
）

（
3
）
『
西
山
宗
因
全
集
』
第
五
巻
所
収
。
以
下
、「
年
譜
」
と
略
称
。

（
4
）
平
成
十
二
年
、
お
う
ふ
う
刊
。

（
5
）
蒲
生
氏
郷
は
松
坂
城
を
築
城
す
る
に
当
た
っ
て
海
岸
よ
り
の
参
宮
街
道
を

11



城
下
に
引
き
入
れ
た
（『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』）。

（
6
）
桜
井
祐
吉
氏
編
、
大
正
八
年
刊
『
校本
松
坂
権
輿
雑
集
』
に
よ
る
。

（
7
）
「
宣
長
と
松
阪
」（「
解
釈
と
鑑
賞
」
平
成
十
四
年
九
月
、『
近
世
文
学
論

叢
』
平
成
二
十
一
年
、
お
う
ふ
う
刊
所
収
）。

（
8
）
広
島
大
学
福
井
文
庫
蔵
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
の
紙
焼
き
に
よ
る
）
を

同
系
の
静
嘉
堂
文
庫
マ
イ
ク
ロ
の
「
連
歌
集
書
」
本
と
比
較
し
て
用
い
た
。

（
9
）
昭
和
五
十
年
、
日
本
学
術
振
興
会
刊
。

（

）
「
一
志
の
浦
千
鳥
」
は
「
一
志
の
浦
」
と
「
浦
千
鳥
」
を
掛
け
て
お
り
、

10
昌
穏
の
宿
が
海
岸
近
く
に
あ
っ
た
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
昌
穏
庵
は
樹
敬
寺

の
嶺
松
院
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
、
こ
の
表
現
は
文
飾
か
。

（

）
浅
野
晃
氏
「
芭
蕉
と
伊
勢
俳
人
―
足
代
弘
員
・
龍
尚
舎
・
路
草
久
保
倉
右

11
近
―
」（「
皇
学
館
大
学
紀
要
」
2
、
昭
和
三
十
九
年
三
月
）

（

）
雲
英
末
雄
氏
蔵
。『
西
山
宗
因
生
誕
四
百
年
記
念

宗
因
か
ら
芭
蕉
へ
』（
図
録
）

12
掲
載
。
尾
崎
千
佳
氏
「
宗
因
の
伊
勢
道
中
句
懐
紙
」（「
会
報

大
阪
俳
文
学

研
究
会
」

、
平
成
十
六
年
十
月
）
参
照
。
寛
文
十
三
年
と
す
る
考
証
に
従

38

う
。
た
だ
、「
浦
の
名
も
」
の
句
を
二
見
、「
遠
山
田
」
の
句
を
山
田
で
の
句

と
し
て
「
松
坂
に
て
興
行
共
」
の
前
書
は
、
切
り
離
し
て
考
え
よ
う
と
さ
れ

て
い
た
が
、『
俊
正
集
め
句
』
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
っ
た
今
は
、
こ
の
前

書
は
、
以
下
の
句
の
す
べ
て
に
か
か
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（

）
佐
藤
勝
明
氏
蔵
。
同
氏
「
新
出
史
料
六
点
―
貞
徳
・
季
吟
・
宗
因
・
其

13
角
・
去
来
―
」（「
連
歌
俳
諧
研
究
」

、
平
成
二
十
二
年
三
月
）。

118

（

）
は
じ
め
松
ケ
島
に
俊
正
の
別
邸
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
た

14
が
、『
松
坂
権
輿
雑
集
』
所
収
「
蒲
生
飛
騨
守
氏
郷
町
中
掟
之
事
」（
天
正
十

六
年
十
一
月
晦
日
）
の
中
に
、「
於
松
ケ
嶋
百
姓
之
外
、
町
人
相
残
リ
居
住

之
義
一
切
停
止
事
」
の
条
文
が
あ
り
、
平
成
二
十
五
年
八
月
十
七
日
に
本
居

宣
長
記
念
館
を
訪
れ
た
折
、
館
長
の
吉
田
悦
之
氏
は
俊
正
の
別
邸
が
松
ケ
島

に
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
言
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
松
坂
の
町
人
が
、

客
人
を
遊
楽
に
誘
っ
た
海
岸
の
地
に
大
口
が
あ
り
、
北
村
季
吟
の
貞
享
四
年

『
伊
勢
記
行
』
の
折
も
、
五
月
二
十
一
日
に
、「
大
口
と
い
ふ
所
に
行
て
、
海

辺
な
れ
ば
雲
井
に
見
ゆ
る
波
い
と
珍
ら
し
。
最
勝
寺
と
い
ふ
寺
に
て
し
ば
し

休
め
り
」
と
見
え
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
松
坂
湊
は
、
江
戸
初
期
紀
州
藩

に
よ
り
坂
内
川
河
口
付
近
に
大
口
港
を
築
い
た
（
角
川
地
名
大
辞
典
）
と
あ

り
、
宗
因
も
大
口
の
湊
に
着
い
た
も
の
と
思
わ
れ
、
大
口
の
湊
近
く
に
俊
正

の
別
邸
が
あ
っ
た
こ
と
は
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

（

）
『
西
山
宗
因
全
集
』
第
五
巻
「
記
録
」
所
収

15
（

）
天
理
図
書
館
蔵
。
す
で
に
野
間
氏
指
摘
の
よ
う
に
「
為
」
は
「
又
」
の
誤

16
写
と
思
わ
れ
る
。

（

）
九
月
十
四
日
付
、
園
田
平
十
郎
宛
宗
因
書
簡
。

17
（

）
平
成
二
十
四
年
、
ブ
イ
ツ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
刊
。

18
（

）
早
く
注
5
の
岡
本
勝
氏
の
著
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

19付
記

本
稿
は
『
西
山
宗
因
全
集
』
編
纂
の
中
よ
り
生
じ
た
も
の
で
、
と
く
に
尾

崎
千
佳
氏
の
教
示
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
ま
た
、
松
坂
の
実
地
調
査
に
先

導
し
種
々
教
示
さ
れ
た
岡
本
聡
氏
、
わ
ざ
わ
ざ
松
坂
を
車
で
案
内
し
貴
重
な

ご
教
示
を
得
た
吉
田
悦
之
氏
に
感
謝
す
る
。
な
お
『
於
豊
前
小
倉
御
城
御
賀

千
句
』
の
翻
刻
に
当
た
っ
て
は
石
水
博
物
館
の
特
別
の
ご
配
慮
を
得
た
。

な
お
、
校
正
中
に
、
尾
崎
氏
よ
り
、
八
代
市
正
教
寺
新
収
の
「
古
松
雪

う
へ
し
時
か
ゝ
れ
と
て
し
も
雪
の
松

宗
因
」
の
宗
因
自
筆
短
冊
を
教
示
さ

れ
た
。『
俊
正
集
め
句
』
の
句
形
は
発
案
で
は
な
い
か
と
思
う
。

（
し
ま
づ
・
た
だ
お

本
学
名
誉
教
授
）
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